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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 11,970 8.7 1,849 103.1 1,853 105.9 1,053 145.5
21年3月期第1四半期 11,014 ― 910 ― 900 ― 428 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 67.08 67.04
21年3月期第1四半期 27.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 74,606 42,516 54.6 2,596.13
21年3月期 72,319 41,705 55.4 2,551.06

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  40,762百万円 21年3月期  40,055百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 30.00 ― 25.00 55.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

30.00 ― 25.00 55.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間 23,200 8.6 2,150 19.4 2,000 15.8 1,100 19.6 70.06

通期 49,000 10.6 5,800 24.3 5,600 25.0 3,150 29.2 200.62
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［（注）詳細は、４ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４. その他 をご覧ください。］ 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 連結業績予想の適切な利用に関する説明については、３ページの 【定性的情報・財務諸表等】 ３. 連結業績予想に関する定性的情報 をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 15,702,000株 21年3月期  15,702,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  649株 21年3月期  549株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 15,701,418株 21年3月期第1四半期 15,701,706株
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当第１四半期連結会計期間（平成21年４月～６月）におけるわが国経済は、一部には景気の落ち込みに
歯止めがかかってきたものの先行きは不透明感があり、企業収益悪化に伴う設備投資の減少や雇用情勢の
悪化、個人消費の冷え込みなど、依然として厳しい状況が続いております。 
医療用医薬品業界におきましては、昨年度より実施されている「処方せん様式の再変更」や診療報酬改

定による「後発医薬品調剤体制加算」などのジェネリック医薬品使用促進策や、急性期入院の診断群別包
括支払制（ＤＰＣ）対象病院のさらなる増加など、医療費抑制のための諸施策が実施され、緩やかながら
ジェネリック医薬品の市場が拡大しております。一方、厳しい経済情勢を背景とした受診抑制が見られる
ことに加え、先発医薬品メーカーおよび競合他社間の競争が激化しております。 
このような環境下、当社グル－プは、本年度より中期経営計画「Ｍ１ ＴＲＵＳＴ」をスタートさせ、

本年５月にはＯＤ（口腔内崩壊）錠をはじめとする20成分34品目の新製品を発売し、またＤＰＣ対象病院
や保険薬局への営業活動に注力するなど、「選ばれる」サワイブランド構築に取り組んでおります。 
この結果、当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、本年から新製品上市時期が７月から５月

に変更となったことも寄与し、売上高が11,970百万円（前年同期比8.7％増）となりました。利益面で
は、売上高増加に加え、たな卸資産評価損や販売管理費が前年同期比減少したこと等から、営業利益は
1,849百万円（前年同期比103.1％増）、経常利益は1,853百万円（前年同期比105.9％増）、四半期純利益
は1,053百万円（前年同期比145.5％増）と、大幅な増益となりました。 
  

① 財政状態の変動状況 
総資産は前連結会計年度末（平成21年３月末）対比2,287百万円増加し、74,606百万円となりました。

これは現金及び預金が1,073百万円、受取手形及び売掛金が544百万円、たな卸資産が980百万円増加した
ことが主な要因であります。負債は前連結会計年度末（平成21年３月末）対比1,476百万円増加し、
32,090百万円となりました。支払手形及び買掛金が2,079百万円、短期借入金が1,012百万円、長期借入金
が1,605百万円増加し、未払金が1,890百万円、未払法人税等が1,127百万円減少したことが主な要因であ
ります。 
純資産については、前連結会計年度末（平成21年３月末）対比810百万円の増加し、42,516百万円とな

りました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末比0.8％低下し54.6％となりました。 
  
②キャッシュ・フローの状況 
 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益1,844百万円、減価償却費744百万

円、売上債権の増加544百万円、たな卸資産の増加980百万円を主因として1,324百万円の収入となりまし
た。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出2,413百万円を主因として
2,472百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増670百万円、
長期借入れによる収入2,500百万円、長期借入金の返済による支出552百万円、配当金の支払392百万円を
主因として2,221百万円の収入となりました。以上の結果、現金及び現金同等物の当第１四半期末残高
は、前連結会計年度末比1,073百万円増加して7,621百万円となりました。 

  

対先発医薬品メーカー、競合他社との競争が激化する中、新製品の拡売、市場開拓に注力し売上高の拡
大に取り組む一方で、経費については効率的な運用を図ってまいります。 
なお、平成22年３月期の連結業績予想につきましては、平成21年５月11日発表の数値を変更しておりま

せん。 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 
  

  

① 簡便な会計処理 

 当第１四半期連結会計期間末におけるたな卸資産のたな卸高は、貯蔵品を除き実地たな卸を実施せず、前連

結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,621 6,548

受取手形及び売掛金 17,834 17,289

商品及び製品 7,023 6,704

仕掛品 3,214 3,032

原材料及び貯蔵品 4,330 3,851

繰延税金資産 1,011 1,321

その他 343 231

貸倒引当金 △7 △25

流動資産合計 41,371 38,953

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,393 18,584

機械装置及び運搬具（純額） 6,978 6,943

土地 5,139 5,139

リース資産（純額） 26 26

建設仮勘定 49 31

その他（純額） 1,092 1,096

有形固定資産合計 31,680 31,821

無形固定資産 600 598

投資その他の資産   

投資有価証券 623 544

長期貸付金 87 98

長期前払費用 65 70

繰延税金資産 － 31

その他 205 228

貸倒引当金 △28 △28

投資その他の資産合計 953 945

固定資産合計 33,235 33,366

資産合計 74,606 72,319
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,607 6,527

短期借入金 6,092 5,080

リース債務 11 10

未払金 4,185 6,075

未払法人税等 459 1,587

賞与引当金 376 871

役員賞与引当金 11 47

返品調整引当金 128 128

売上割戻引当金 446 344

その他 441 236

流動負債合計 20,762 20,910

固定負債   

長期借入金 10,076 8,471

リース債務 20 20

退職給付引当金 117 116

役員退職慰労引当金 222 206

繰延税金負債 143 138

負ののれん 36 38

その他 711 711

固定負債合計 11,328 9,703

負債合計 32,090 30,613

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,501 11,501

資本剰余金 11,825 11,825

利益剰余金 17,304 16,644

自己株式 △2 △2

株主資本合計 40,629 39,968

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 133 86

評価・換算差額等合計 133 86

新株予約権 112 82

少数株主持分 1,640 1,567

純資産合計 42,516 41,705

負債純資産合計 74,606 72,319

- 6 -

沢井製薬㈱　(4555) 　平成22年3月期　第1四半期決算短信

- 6 -



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 11,014 11,970

売上原価 6,283 6,468

売上総利益 4,731 5,502

販売費及び一般管理費 3,821 3,653

営業利益 910 1,849

営業外収益   

受取利息及び配当金 7 6

受取補償金 8 27

貸倒引当金戻入額 － 19

その他 19 10

営業外収益合計 34 64

営業外費用   

支払利息 42 50

その他 2 9

営業外費用合計 45 59

経常利益 900 1,853

特別損失   

投資有価証券評価損 49 －

固定資産除却損 18 9

特別損失合計 68 9

税金等調整前四半期純利益 832 1,844

法人税、住民税及び事業税 354 403

法人税等調整額 △32 314

法人税等合計 322 718

少数株主利益 80 72

四半期純利益 428 1,053
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 832 1,844

減価償却費 666 744

売上債権の増減額（△は増加） △729 △544

たな卸資産の増減額（△は増加） △764 △980

仕入債務の増減額（△は減少） 964 1,881

未払金の増減額（△は減少） △808 174

その他 △243 △304

小計 △83 2,816

利息及び配当金の受取額 7 6

利息の支払額 △36 △52

法人税等の支払額 △766 △1,446

営業活動によるキャッシュ・フロー △879 1,324

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △310 △2,413

無形固定資産の取得による支出 △6 △69

長期貸付金の回収による収入 5 11

投資有価証券の取得による支出 △50 －

その他 － 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △362 △2,472

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,500 670

長期借入れによる収入 50 2,500

長期借入金の返済による支出 △456 △552

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △392 △392

少数株主への配当金の支払額 △17 －

リース債務の返済による支出 － △3

財務活動によるキャッシュ・フロー 683 2,221

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △557 1,073

現金及び現金同等物の期首残高 5,388 6,548

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,830 7,621
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該当事項はありません。 

  

① 事業の種類別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

当社及び連結子会社の事業区分は、製品の種類、性質、製造方法及び市場等の類似性を考慮した結

果、医療用医薬品の製造及び販売を中心とする「製薬事業」に属しているため、事業の種類別セグメ

ント情報の記載をしておりません。 

  
② 所在地別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  
③ 海外売上高 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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該当事項ありません。 
  
  
  

  

6. その他の情報
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